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〇疲労・ストレス測定 

 
 

【表の⾒⽅】 
縦軸…⾃律神経の活動量（CCVTP）をあらわしています。 
横軸…⾃律神経のバランス（LF/HF）をあらわしています。 
※縦軸の値 
・良好な値 42〜以上（同年齢の上位 75％程度） 
・注意する値 37〜42 程度（同年齢の下位 25%境界線） 
・要注意の値 37 以下 
※横軸の値 
低い値 0 以上 0.8 未満は副交感神経優位 
基準値 0.8 以上 2.0 未満 
⾼い値 2.0 以上 5.0 未満は注意が必要（交感神経優位） 
極めて⾼い値 5.0 以上は要注意（交感神経優位） 
※⾊の⾒⽅ 
・⻘⾊は「良好」な状態 
・⻩⾊は「注意が必要」な状態 
・オレンジ⾊は「要注意」状態 
 
 
 



〇⾃律神経評価 
⾃律神経の活動度（⾃律神経偏差値）と⾃律神経のバランス（交感/副交感神経）の測定値
を元に専⾨医監修の元で作成されたコメントが表⽰されます。 
   ⽇⽴システムズバージョン（VM302）の表⽰結果 

 
 



⾃律神経機能年齢①とは？ 
測定値が、その年齢相当かをあらわしています。実際の年齢とどれくらい離れているかで、
疲労の傾向がわかります。健康な⽅は実年齢より低く（機能年齢＝実年齢-α 歳）表⽰され、
疲労・ストレスを抱える⽅は実年齢より⾼く（機能年齢＝実年齢＋α 歳）表⽰されます。 
 
【表の⾒⽅】 
縦軸…⾃律神経の活動量（CCVTP※） 
横軸…実年齢 
※CCVTP とは⾃律神経の活動量をあらわします。⼀般的に、健常者で若い⽅は数値が⾼く
表⽰され、加齢によって徐々に低くなります。また、この数値は健康な⽅は⾼く、疲労・ス
トレスを抱える⽅は低くなります。 
・⻘のラインは⾼い値で同年齢の上位 25%境界線（値 60 程度） 
・緑のラインは中央値で同年齢 100 ⼈中 50 番もしくは 51 番⽬の平均値 
・⾚のラインは低い値で同年齢の下位 75％境界線（値 40 程度） 
 
⾃律神経のバランス（交感/副交感神経）②の⾒⽅ 
交感神経（LF）、副交感神経（HF）、バランス（LF/HF）の測定値のうち、バランスの値 2.0
未満が「基準値」、2.0 以上 5.0 未満が「注意」、5.0 以上が「要注意」と表⽰されます。 

バランス（LF/HF）の値は⼼拍⼀拍ごとの計算値の平均です。また交感神経（LF）および
副交感神経（HF）で⽰している数値は計測時間全体の平均値です。そのため交感神経（LF）
および副交感神経（HF）の数値で割った値とバランス（LF/HF）で⽰している数値は必ず
しも⼀致しません。 
 
⾃律神経評価（総合評価）③の⾒⽅ 
⾃律神経の強さ（⾃律神経機能年齢）と⾃律神経のバランス（交感/副交感神経）の測定値
を元に「正常」「注意」「要注意」に分類されていて専⾨医監修の元で作成されたコメントが
表⽰されます。 
 


